

























































































































に行われることが多いが、本研修は修行僧を対象に彼らの修行の合間を縫って実施しているので、演習 演習の間が比較的長く、一回の演習時間が１２０分と短い。スケジュールを作成した時から、このような変則的な形態であることが分かっていたので、演習の効果が薄くな のではな かとの懸念があった。しかし、早朝から秒刻みのさまざまな修行や作務が終えて、研修場所に集まってくる修行僧たちは疲れも見せずに毎回熱心に演習に取組んでいる（図３）。また、演習終了時に提出する感想文から、彼らが演習と演習の間が離れているにも関わらず 緊張を途切れさせずに毎回真剣に臨んでいる姿勢が伝わってくる。　
我々の実施している研修事業がビハーラ「生きることから死ぬことまで受け止め、寄
り添う苦痛緩和と癒しの支援活動」の第一歩となることを信じて、受講生（修行僧）たちとさらに精進していきたい。
図３　研修の風景
總持寺における臨床宗教師育成事業―基礎的なコミュニケーション能力を養う―
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